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◇
実

施
日

；
２

０
１

６
年

１
２

月
２

４
日

( 土
)  

晴
時

々
薄

雲
 

３
℃

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

橋
本

 
梓

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、

児
嶋

道
夫

、

濱
野

兼
吉

、
畑

林
秀

味
、

山
川

治
雄

、
高

階
美

根
子

、
 

竹
中

卓
治

、
梶

野
照

雄
。

( 岡
室

 
進

)  
 

 
 

１
１

名
。

 

 

２
２

日
、

日
本

海
の

低
気

圧
は

発
達

し
な

が
ら

進
み

、
冬

型
気

圧
配

置
に

 

な
り

、
２

３
日

午
前

中
ま

で
雨

の
予

報
で

あ
り

１
日

延
期

し
て

、
本

日
の

実
 

施
と

し
た

。
こ

の
低

気
圧

通
過

に
よ

り
、

フ
ェ

ー
ン

現
象

と
強

風
で

糸
魚

川
 

大
火

が
発

生
し

、
北

海
道

は
暴

風
雪

と
な

り
新

千
歳

空
港

で
は

６
千

人
が

一
 

夜
を

過
ご

す
様

な
大

荒
れ

の
天

候
と

な
っ

た
。

 

本
日

は
、

風
も

無
く

晴
時

々
薄

曇
り

の
天

候
に

な
り

、
延

期
の

甲
斐

が
あ

 

っ
た

。
 

山
川

氏
の

自
宅

に
よ

り
、

小
阪

で
高

階
・

竹
中

氏
を

同
乗

さ
せ

る
。

 

浦
向

か
ら

の
R

-4
2
5
号

線
の

路
面

は
、
濡

れ
て

い
る

の
で

早
朝

ま
で

雨
が

 

降
っ

て
い

た
様

で
あ

る
。
四

ノ
川

林
道

に
入

る
と

、
路

肩
の

日
陰

に
僅

か
に

 

雪
が

残
り

、
昨

日
一

時
は

風
雪

模
様

だ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

 
補

給
路

登
山

口
に

着
く

と
、
先

着
し

た
梶

野
氏

が
モ

ノ
レ

ー
ル

を
下

し
に

 

駐
機

小
屋

へ
鉄

階
段

を
登

っ
て

行
か

れ
る

。
 

直
ぐ

に
沖

﨑
車

( 生
熊

氏
運

転
) の

新
宮

組
６

名
が

到
着

す
る

。
 

梶
野

氏
も

モ
ノ

レ
ー

ル
を

下
ろ

し
て

来
ら

れ
、
川

島
か

ら
本

日
の

作
業

内
 

容
と

浅
村

仏
師

か
ら

修
復

中
の

役
行

者
尊

像
内

に
願

文
が

あ
り

、
元

禄
十

五
 

年
( １

７
０

２
年

) ９
月

に
奉

造
さ

れ
、

第
３

７
代

聖
護

院
門

跡
・

道
尊

親
王

 

が
開

眼
供

養
し

た
由

緒
あ

る
役

行
者

像
で

あ
る

事
が

判
り

、
聖

護
院
・
宮

城
 

泰
年

門
跡

に
ご

報
告

し
、

願
文

等
の

取
扱

の
指
示

を
仰

い
だ
朗

報
を
説
明

。
 

重
そ
う

な
荷

は
モ

ノ
レ

ー
ル

に
積

み
、

梶
野

・
児

嶋
氏

が
先

行
。

残
り

の
 

人
で

登
山

口
水
場

の
注
連
縄

を
張
替
え

る
。

 

 
 

 
 

 

作
業

前
の

始
令

 
 

 
 

注
連

縄
に

シ
デ

( 生
熊

氏
作

製
) を

結
わ

え
て

水
場

に
張

る
 

 し
ば

ら
く

し
て

自
力

下
降

し
て

来
た

モ
ノ

レ
ー

ル
を

駐
機

小
屋

で
止
め

、
生

 

熊
敏

・
川

島
・

竹
中

氏
が

モ
ノ

レ
ー

ル
で
終
点

へ
。

残
り

の
方

は
徒
歩

。
 

第
二
ベ

ン
チ
辺

り
か

ら
は

、
風

も
無

く
遠

く
ま

で
眺
望

で
き

、
大
台
ヶ
原

 

山
頂

が
白

く
積

雪
し

て
い

る
。

 

陽
ざ

し
も

あ
り
歩

い
て

い
る

と
暖

か
く

、
佐
田

ノ
辻

に
登

る
と
何

時
も

北
西

 

風
が

あ
る

が
、
風

が
殆
ん
ど

無
い
状
態

で
あ

り
、
小

屋
前

は
気
温

３
℃

で
あ

る
 

が
、
そ
ん

な
に
寒

く
感
じ

な
い

。
 

先
行

し
た

梶
野

氏
は
ス
ト

ー
ブ

に
火

入
れ

、
児

嶋
氏

は
発
電

機
の
点
検
準
備

 

を
さ

れ
て

い
る

。
 

 
最
後
尾

が
登

っ
て

来
た

時
点

で
、
宿

内
で
全
員
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ
ム

、
こ

の
間

 

に
作

業
班
分
け

を
す

る
。

 

女
性
陣

は
、
カ
マ
ド

で
お
湯

を
沸

か
し

て
、
宿

内
・

行
者
堂

の
拭
き
掃
除

。
 

水
場

の
注
連
縄
張
替
え

は
、

生
熊

・
梶

野
・

畑
林

・
山

川
氏

。
行

者
堂

の
聖

 

徳
太

子
像
安

置
に
写
経

と
共

に
奉
納

し
て
頂

い
た

奉
納
金

回
収

と
清
掃

は
、
濱

 

野
・

川
島

。
管
理
棟

内
の
清
掃

と
正

月
飾

り
及
び
玄
関

し
め
飾

り
は

、
橋

本
・

 

竹
中

氏
。

発
電

機
の
点
検

修
理

は
、

児
嶋

氏
に
分

か
れ

て
１

０
時
半

前
か

ら
 

各
班
別

に
作

業
を

す
る

。
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う
っ

す
ら
積

雪
の

行
者

堂
 

 
 

作
業

前
の

休
憩

 
 

聖
徳

太
子

像
内

写
経

奉
納

金
 

 聖
徳
太

子
像
台
座

内
か

ら
五
百
円
硬
貨

２
５

０
枚

の
奉
納
金

を
回
収

し
、
 

濱
野

氏
は
賽
銭
箱

・
宿

内
の
志
納
金
箱

の
志
納
金

も
年
度
末

な
の

で
回
収

。
 

堂
内

の
花
立

に
は

、
凍
結

を
考
慮

し
生
花

か
ら

造
花
シ
キ
ミ

に
取
替
え

る
。
 

玄
関

の
し
め
飾

り
は

、
先

日
購

入
の
脚
立

を
使

っ
て

供
え
付
け

る
共

に
宿

 

内
の
表
彰
状
掲
額
箇
所

に
、
１

１
月
末

に
受
賞

し
た

第
４

７
回
社
会
貢
献

者
 

表
彰
状

も
追

加
掲
額

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

行
者

堂
内

清
掃

 
 

 
 

 
行

仙
水

場
の

新
し

め
縄

 
 

 
発

電
機

点
検

中
 

 

 

 
 

 
 

 

管
理

棟
の

し
め

飾
り

 
 

行
仙

宿
の

し
め

飾
り

 
 

社
会

貢
献

者
表

彰
状

の
掲

額
 

 発
電

機
は

、
プ
ラ
グ
交
換
や
ガ
ソ
リ

ン
入

れ
替
え

等
の
点
検

修
理

を
行
う

 

が
始
動

せ
ず

、
シ
リ

ン
ダ

ー
辺

り
が
不
具
合

と
の

事
か

ら
、
専

門
業

者
で

修
 

理
す

る
必
要

が
あ

り
、

新
宮

へ
持
ち
帰

る
事

に
す

る
。

 

１
１

時
４

０
分
頃

に
水
場
班

が
戻

り
、
管
理
棟

・
行

者
堂

、
行
仙
宿

内
の
正

 

月
飾

り
も

供
え
付
け

ら
れ

１
２

時
前

か
ら
昼
食

。
 

 
 

 
 

く
つ

ろ
ぎ

歓
談

の
昼

食
 

 
 

 
 

 
 

 
 

正
月

飾
り

を
囲

ん
で

全
員

撮
影
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宿
内

の
正

月
飾

り
 

 
 

 
聖

徳
太

子
像

の
迎

春
飾

り
 

 
生

熊
氏

導
師

で
勤

行
 

 １
１

時
頃
Ｏ
Ｂ

の
岡

室
さ
ん

が
、
太

い
ザ
イ

ル
を
背
負

子
に
背
負

っ
て

登
っ

 

て
来

ら
れ

、
継

ノ
窟

へ
の

ル
ー
ト

に
張

る
と

小
休
止
後
出
掛
け

ら
れ

、
１

２
時

 

半
前

に
戻

っ
て
食

事
を

さ
れ

、
一

緒
に
記
念
撮
影

を
し

て
、
先

に
下

山
さ

れ
る

。
 

岡
室

さ
ん

は
、
お

１
人

で
黙

々
と
歩

か
れ

る
方

で
、
小
池

の
宿
址

を
最
初

に
 

探
し
出

さ
れ

た
方

で
あ

る
。

 

記
念
撮
影
後

、
生

熊
氏
導

師
に

て
ロ

ー
ソ
ク
灯
明

と
線
香

を
立

て
、

本
年
最

 

後
の
勤

行
を

す
る

。
 

そ
の
後

、
便
所
周

り
の
掃
除

と
作

業
の
後
片
付
け

を
済

ま
せ

、
最
後

に
戸
締

 

り
を

し
て

、
本

年
度

６
０

回
目

の
作

業
を
終
え

下
山

す
る

。
 

発
電

機
( 約

３
５
㎏

) は
、

２
本

の
荷

い
棒

に
結

わ
え

て
前
後
二

人
で

、
竹

中
 

と
山

川
、
川

島
と

児
嶋

、
竹

中
と

橋
本

氏
の
交

代
で

モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

ま
で
慎

 

重
に

運
び

降
ろ

す
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
架
設

に
よ

り
、
急
傾
斜

の
ジ
グ
ザ
グ

道
を

通
ら

な
い

の
で

本
当

 

に
助

か
る

。
無
け

れ
ば
長

い
荷

い
棒

で
は
タ

ー
ン

し
づ

ら
く
難
儀

す
る

だ
ろ
う

。
 

 
水
場
手

前
の

濡
れ

た
桟
木

に
足

を
滑

ら
せ

、
一

回
転
半

転
げ
落
ち

て
、
下

の
 

折
り
返

し
道

で
止

ま
る

と
い
う

事
態

が
発

生
し

た
が

、
幸

い
大

事
に
至

ら
ず
安

 

堵
す

る
。

一
歩
間
違
え
ば

本
当

に
危

な
い

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
油
断
禁
物
！

 

 

 
 

 
 

 

発
電

機
は

２
本

の
荷

い
棒

に
結

わ
え

二
人

で
運

ぶ
 

 
 

作
業

後
の

終
礼

 

 

 
本

年
最
後

の
行

事
に

、
多

く
の
方

に
御
協
力
頂
き

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
 

た
、
お

陰
で

早
く

作
業

が
終
え

る
こ

と
が
出

来
ま

し
た

。
次

年
度

も
引
続
き

 

ご
支
援

ご
協
力

を
お

願
い

し
ま

す
と
締
め
括

り
解
散

。
 

 
カ
ナ
ウ
ナ
ギ
ト

ン
ネ

ル
手

前
で

車
と

す
れ
違
う

。
白
谷
ト

ン
ネ

ル
で

、
通

 

行
止
め

を
知

っ
て

い
る

か
聞

い
た

ら
良

か
っ

た
か

な
ー

、
ト

ン
ネ

ル
ま

で
も
う

 

少
し

だ
か

ら
引
返

し
て

も
・

・
・

ま
あ

ー
良

い
か

と
浦

向
へ
走

行
す

る
。

 

後
続

の
梶

野
氏

は
、
車

を
止
め

て
聞

い
た

ら
通

行
止
め

は
知

ら
ず

一
緒

に
戻

 

り
、
高

野
山
へ

行
く

五
條

ル
ー
ト

ま
で
案

内
し

た
と

の
、
親
切

な
善

行
を
帰

宅
 

後
掲
示
板

で
知

る
。
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行
動

行
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行
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。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈
者者 者者
 

・
吉

開
賢
淳

；
海
苔

１
箱
(
1
0
束
)
。

 

・
三
井
幹

雄
；

高
性
能
ラ
ジ
オ

。
 

( 写
真

；
梶

野
・

川
島

。
 
記

 
川

島
) 


